
北信地域障がい福祉自立支援協議会 議事録 
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部会名   第 3 回 権利擁護部会 

会議で話し合われた事 

①北信圏域権利擁護センターからの報告 

 ・相談件数等の実績報告。 

②第１回長野県権利擁護部会の報告 

 ・平成２9年度の各圏域の権利擁護部会の活動計画について話があり、下記の内容が多かった。 

   1、虐待案件の事例検討 

   2、差別解消法の学習会、合理的配慮の学習会、地域協議会の設置等についての検討 

   3、当事者の意見を聞く場を設ける 

 ・今年度の長野県虐待防止・権利擁護研修会（長野会場）が、10/18（水）県庁にて開催されることとなった。各圏域へ

ファシリテーターの協力依頼があり、北信圏域では権利擁護部会から 4 名参加を予定。 

③差別解消法の学習会 

 改めて「差別解消法」について、県で行われた研修の資料をもとに、法律の概要と昨年度長野県で実際に対応した

差別解消相談事例について学習会。 

 ※差別解消支援地域協議会の設置について 

  市町村課題検討 WGでは、自立支援協議会の中に差別解消支援地域協議会の設置を希望している。設置にむけて、

市町村課題検討 WGより権利擁護部会へ、どのような機能、構成等が望ましいか検討して欲しいと話があった。 

  【部会員より】 

  ・差別事案が発生した時に、解決に向けて積極的に働きかけるやる気や熱意が行政にあるか。形だけを作るのでは

意味がない。 

  ・設置義務でない物を 6市町村で設置しようと決めた事をまずは評価したい。市町村課題検討 WGから振られた事

を検討してみて、また投げて、とキャッチボールしながらやってみて良いのでは。 

  ・権利擁護部会としてまずは何ができるか確認していくと、具体化できるのではないか。 

  等の意見が出され、差別解消支援地域協議会検討 PJで更に具体的に検討を深めていく事に。 

④各 PJより（各 PJで分かれて話し合った後の全体共有） 

○啓発・研修 PJ 

・PJメンバーも昨年と顔ぶれが大きく変わり、昨年度まで行ってきた寸劇の内容が分からない人が多い。まずは次回

みんなで内容を確認したい。 

・啓発と研修を兼ねて行っていく中で、地域の中に理解者を増やしていきたい。 

○地域連携 PJ 

 ・各市町村で制度が異なって困っている事があるか把握していきたい。例えば成年後見制度の利用支援事業や福祉

サービス等。 

○差別解消支援地域協議会検討 PJ 

 ・協議会の実態的なイメージの共有を行った。 

・協議会設置にむけてどんな取り組みができるか、PJメンバーの考えを集約して検討していく。 

参加者所属機関名等 
北信保健福祉事務所福祉課・中野市社協・飯山市保健福祉課・飯山市包括・飯山市社協・山ノ内町健康福祉課・山ノ内町

包括・山ノ内町社協・木島平村民生課・木島平村社協・野沢温泉村包括・栄村健康支援課・栄村包括・栄村社協・リーガルサ

ポートながの・ぱあとなあながの・北信圏域権利擁護センター・のぞみの郷高社・常岩の里ながみね・サービスセンター

りんく・北信圏域障害者総合相談支援センター 

開催日時   平成 29年 8月 24日（木） 

本日のテーマ、課題等 
①北信圏域権利擁護センターからの報告      ②長野県権利擁護部会の報告 

③差別解消法の学習会             ④各 PJに分かれて検討後、全体共有 


